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「令和４年度国の予算編成に向けた提案」県選出国会議員説明会について 

 
１ 開催概要 

（１）日時  

   令和３年 11月 25 日（木） 8：00～9：25 

（２）出席者 

  ①国会議員 

   平口洋衆議院議員，新谷正義衆議院議員，寺田稔衆議院議員，石橋林太郎衆議院議員，

小島敏文衆議院議員，畦元将吾衆議院議員，空本誠喜衆議院議員，平林晃衆議院議員，

日下正喜衆議院議員，宮沢洋一参議院議員，柳田稔参議院議員，宮口治子参議院議員， 

山本香苗参議院議員 

 

  ②広島県 

   湯﨑知事，中本議長，山田副知事，平川教育長，尾崎危機管理監，坂井総務局長， 

松井経営戦略審議官，岡田地域政策局長，新宅環境県民局長，木下健康福祉局長， 

川口商工労働局長，佐伯農林水産局長，齋藤土木建築局長，上田都市建築技術審議官， 

沖邉企業局長，藤原議会事務局長 

 
２ 意見交換の概要 

（１）新型コロナウイルス感染症対策について 

質問① 
新しい制度設計となる Go To トラベル事業について，関係者に十分周知し，

多くの方々にインバウンドとして入っていただきたい。 

回答 
・Go To トラベルの新しい制度を，県においても周知をし，しっかり活用を

させていただきたい。 
質問② 広島県のＰＣＲ検査は他県よりも力を入れているが，その効果は。 

回答 

・ＰＣＲセンターで１割から２割の感染者を捕捉することができ，感染拡

大を抑えることができている。 

・事業者や飲食業関係者など無症状の方も検査できるので，安心感がある

と高く評価いただいている。 

質問③ ３回目のワクチン接種について引き続き協力いただきたい。 

回答 
・広島県では接種率８割を目指している。 
・国においても接種率について明確な目標を立てていただきたい。 

質問④ 
子宮頸がんのワクチンについて，積極的勧奨の再開に対して引き続き連携

をお願いしたい。 

回答 
・市町と連携しながらしっかりやっていきたい。 
・接種機会を失った方に必要なワクチンの量と機会の確保をお願いしたい。 
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質問⑤ 観光業再開に向けた今後の県の取組について伺う。 

回答 

・各県での感染状況を見極めていく必要があるが，県内だけでなく，中国５

県や瀬戸内など，ブロックを含めた隣県での実施を検討している。 
・国の経済対策等の財源の活用を踏まえながら，しっかりと隣県とも連携

して検討していきたい。 
・東京圏関東圏で感染者が増えてきた時に，そこから感染拡大を抑えるこ

とが重要。憲法との関係で非常に難しいということは分かるが，移動制限

について真剣に検討をお願いしたい。 

質問⑥ 
新たな成長分野の創出における「原動力となるアニマルスピリッツを持ち，

果敢に挑戦する人材」の育成に向けた具体的な取組について伺う。 

回答 

・広島県では「学びの変革」を進めている。 
・その前段階として，乳幼児教育から非認知能力を育成することが重要。 
・非認知能力としての「頑張る力」とか，「他者と協働する力」とか，ある

いは「共感する力」の育成を積み重ねていくと，自分で考えて行動するこ

とができるようになり，アニマルスピリッツに繋がっていくと思うので，

そういう教育をしっかりしていく。 

質問⑦ 

広島大学でクラウドファンディングを活用してワクチンと治療薬の研究開

発が行われている。そのことについてどのように把握し，どのように支援

いただけるか。 

回答 
・広島大学とは治療薬に限らずいろいろな連携をしており，今回の対策に

おいても，様々な疫学的なデータ分析を勉強させていただいている。 

・引き続き大学と連携して取り組んでまいりたい。 

質問⑧ 
成長分野への円滑な労働移動や女性活躍に力を入れるチャンスと思ってい

る。県として具体的な取組を伺う。 

回答 

・全国知事会の研究会で研究しているところではあるが，現時点でできる

こととしては，職業訓練やＤＸに関連した幅広い研修に取り組んでいる。 

・今後は，企業内の労働移動や企業の枠を超えた労働移動について，これら

を実現するための労働法制も含めたシステム設計が必要。 

・退職金の算定問題など，経営側と労働側の双方が入った議論が必要であ

り，そういった議論の枠組みなど，国には地方での取組を支えていただく

ことをお願いしたい。 

質問⑨ 
コロナで小学校に通えず友達に会えないなどつらい思いをしている子供た

ちの心のフォローについて，県としての取組を伺う。 

回答 

・「不登校支援センター」を立ち上げ，子供たちの心を満たすようにしてい

る。 

・また，学校にスペシャルサポートルーム（ＳＳＲ）を設置し，県の指導主

事が子供たちに接したり，１人１台のＰＣを活用したオンライン部活な

どオンラインを使った取組も行っている。 
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（２）デジタルトランスフォーメーションの推進について 
質問 広島県内の情報基盤の整備状況，今後の取組について伺う。 

回答 

・国の予算も活用しながら，希望する地域を除いて，令和３年度を目途に

整備を進めている。 

・共同アンテナを地方に設置し，それを活用するなど，５Ｇをユニバーサ

ルサービス化することについて，国としても後押しをしていただきた

い。 

・道路の法面のチェックやドローン飛行などには遅延の少ない５Ｇがあ

ると良い。地域で活用できるよう国の後押しをお願いしたい。 

 
（３）カーボンニュートラル実現に向けた自動車産業及び船舶産業等への支援について 

質問① 

炭素税が導入されることによる鉄鋼メーカーに与える影響及び電気自動

車が推進されることによる自動車メーカーへの影響について，県としてど

う対応していく予定か伺う。 

回答 

・ＣＯ２の排出税という形になった場合，鉄鋼はもちろん大きな影響を受

けるものだと思う。水素による製鉄も研究されているが，それにどう対

応していくかは個々の鉄鋼メーカーの戦略的な部分で，県としてはそこ

を尊重していく。 
・自動車についても，自動車メーカーの戦略と連携しながら，県として対

策を進めていきたい。 

質問② 
自動車を製造する過程でも炭素を使わないよう言われている中，原発でし

か対応できない。原発について，広島県の姿勢はいかがか。 

回答 
・原発立地県ではないので，特に島根の動向について，明確なスタンスは

取りがたい。 
・低炭素の発電については，ＩＧＣＣを推進していただきたい。 

 
（４）半導体産業に対する支援について 

質問 
あらゆる半導体の構造を考えながら，広島県が開発拠点，ファブレスのよ

うな取組をお願いしたい。 

回答 
・ＥＵＶ導入にあたって必要となる基盤整備に対して支援いただきたい。 
・広島が半導体のベースになるためにも，広島大学を一層強化する必要が

ある。お力添えいただきたい。 
 
（５）鉄道ネットワークの維持・確保と利用促進の支援について 

質問 じっくり腰を据えて話し合いをしていただきたい。 

回答 
・コロナの中でお客が減っているのを奇禍として，廃止に向けた議論とな

らないよう，コロナ後の様子も含めて，利用促進を図り，議論を進めた

いのでご支援をお願いする。 
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（６）防災・減災に資する社会資本整備の推進について 

質問 
流域治水について，モデル地域・モデルケースを作って横展開すべきと考

えるが，県としての所見を伺う。 

回答 

・福山の手城川流域を先進的モデル地域とし，福山市とも連携しながら取

組を進めている。 
・地域ごとに流域協議会を作っており，その中で先進的なモデル流域を選

びながら，検討していきたい。 
 
（７）その他 

質問① 
鳥獣被害対策に対する国からの支援に執行残が出ていると聞いている。 

要望のある市町には交付いただきたい。 

回答 
・再度市町に要望の確認を行っている。 

・執行残をしっかり使い，市町で課題になっている鳥獣被害対策に取り組

んでまいりたい。 

質問② 
鳥獣被害対策については，抜本的な方策の見直しが必要と思うが，県の考

えを伺う。 

回答 

・県としては，国の交付金を活用した農業被害防止のための対策への支援

や，狩猟者の確保・育成，専門家の活用に向けた取組などを行っている

が，なかなか抜本的な対策というのが得られずに苦労している。国にお

いても，いろいろなご支援をいただきたいと思っており，県から個別に

提案をする場合には，よろしくお願いする。 
 


